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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第13期
第１四半期
累計(会計)期間

第12期

会計期間
自  平成22年１月１日
至  平成22年３月31日

自  平成21年１月１日
至  平成21年12月31日

売上高 (千円) ─ ─

経常損失 (千円) 95,455 391,289

四半期(当期)純損失 (千円) 95,693 392,883

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ─ ―

資本金 (千円) 1,279,307 1,279,307

発行済株式総数 (株) 17,273,900 17,273,900

純資産額 (千円) 1,289,788 1,385,482

総資産額 (千円) 1,308,302 1,412,182

１株当たり純資産額 (円) 74.67 80.21

１株当たり四半期
(当期)純損失金額

(円) 5.54 29.19

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ─ ―

１株当たり配当額 (円) ─ ―

自己資本比率 (％) 98.6 98.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △117,009 △316,998

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △225 △698,642

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) ─ 1,306,384

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 555,489 672,719

従業員数 (名) 20 19

(注)１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

　ては記載しておりません。

２　当社は第12期第１四半期累計（会計）期間においては四半期財務諸表を作成しておりませんので、第12期第１

四半期累計（会計）期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半

期（当期）純損失であるため、記載しておりません。

４　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

EDINET提出書類

株式会社デ・ウエスタン・セラピテクス研究所(E22024)

四半期報告書

 2/27



２ 【事業の内容】

当第1四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

該当事項はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成22年３月31日現在

従業員数(名) 20

(注)  従業員数は就業人員であり、パート及び嘱託社員はおりません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

該当事項はありません。
　
　

(2) 受注実績

該当事項はありません。
　
　

(3) 販売実績

該当事項はありません。
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２ 【事業等のリスク】

当第１四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

当社は、当第１四半期会計期間より四半期財務諸表を作成しているため、前年同四半期との比較は行って

おりません。

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

　

(1) 業績の状況

当第１四半期会計期間における国内経済は、アジア向け輸出の堅調を受けて、景気持ち直し傾向が持続

したものの、内外需要の回復が脆弱にとどまる中、景気低迷が継続しました。 

　国内医薬品業界におきましては、大型新薬不足、医療費抑制による後発品の使用促進等の厳しい環境が

継続しており、M&Aや事業提携等、生き残りをかけた市場獲得・新薬開発競争が激しさを増しております。

このような状況の下、当社は新薬の継続的な創出とパイプラインの拡充を目指し、研究開発活動を推進

いたしました。 

　ライセンスアウト済パイプラインにつきましては、抗血小板剤「Ｋ-134」は国内及び米国前期第Ⅱ相臨

床試験、緑内障治療剤「Ｋ-115」は国内前期第Ⅱ相臨床試験がライセンスアウト先の興和株式会社によ

り実施されております。 

　新規開発品につきましては、プロテインキナーゼ阻害剤開発プロジェクトにおいて開発中の新規緑内障

治療剤につき作用メカニズムの解明等を進める一方、ライセンスアウトに向けた活動を実施しておりま

す。また、その他阻害剤開発プロジェクトにつきましては、リード化合物の選定に向けた研究開発活動を

実施しました。 

なお、ライセンスアウト済パイプラインである、「Ｋ-134」、「Ｋ-115」はともに、当第１四半期会計期

間における臨床試験進捗において新たなマイルストーン収入の発生がなかったことから売上高は発生し

ておりません。 

　利益面につきましては、研究開発費が42百万円、その他販売費及び一般管理費が53百万円であったこと

により、販売費及び一般管理費は95百万円となりました。その結果、営業損失は95百万円、経常損失は95百

万円、四半期純損失は95百万円となりました。 

 

(2) 財政状態の分析

当第１四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末から103百万円減少し、1,308百万円となりま

した。主な要因は、現金及び預金が前事業年度末に比べ157百万円減少したこと等によるものです。 

　なお、総資産に占める流動資産の比率は当第１四半期会計期間末98.2％、前事業年度末98.2％でありま

す。 

　負債は、前事業年度末から８百万円減少し、18百万円となりました。主な要因は未払金が減少したこと等

によるものです。 

　純資産は、前事業年度末から95百万円減少し、1,289百万円となりました。これは、四半期純損失の計上に

より、利益剰余金が95百万円減少したことによるものです。 

　なお、借入金や社債等の有利子負債残高はありません。

　また、負債純資産合計に占める純資産の比率は当第１四半期会計期間末98.6％、前事業年度末98.1％で

あります。 
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前事業年度末に

比べ117百万円減少し、555百万円となりました。 

　なお、当第１四半期会計期間におけるキャッシュ・フローの状況と要因は次の通りです。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は117百万円となりました。これは税引前四半期純損失が95百万円あった

こと、前払費用の増加７百万円があったこと等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は0.2百万円となりました。これは差入保証金の差入による支出0.1百万

円があったこと等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローはありません。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。 

 

(5) 研究開発活動

当第１四半期会計期間における研究開発費の総額は42百万円であります。 

　なお、当第１四半期会計期間において、当社の研究開発活動に重要な変更はありません。 
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 48,442,000

計 48,442,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年５月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 17,273,90017,273,900
大阪証券取引所
（ＮＥＯ市場）

単元株式数は
100株であります。

計 17,273,90017,273,900― ―

(注)  １　提出日現在の発行数には、平成22年５月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

 発行された株式数は、含まれておりません。

 ２　当第１四半期会計期間末現在の上場金融商品取引所は、ジャスダック証券取引所（ＮＥＯ)であります。

 なお、ジャスダック証券取引所は、平成22年４月１日付で大阪証券取引所と合併しておりますので、同日

 以降の上場金融商品取引所は、大阪証券取引所（ＮＥＯ市場）であります。
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(2) 【新株予約権等の状況】

旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づき発行した新株予約権は、次の通りであります。

　
第１回新株予約権

(平成17年８月31日決議)

　
第１四半期会計期間末現在
(平成22年３月31日)

新株予約権の数 755個(注１)

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数 377,500株(注２)

新株予約権の行使時の払込金額 ２円(注２、３)

新株予約権の行使期間
自　平成19年９月１日
至　平成27年８月31日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の
株式の発行価格及び資本組入額

発行価格　　２円
資本組入額　１円
(注２、３)

新株予約権の行使の条件

①　各新株予約権の一部行使はできないものとする。

②　本新株予約権の譲渡、質入その他一切の処分は認め
ない。

③　本新株予約権は、発行時に割当を受けた新株予約権
者において、これを行使することを要する。

④　本新株予約権発行時において当社の取締役および
従業員であった者は、新株予約権行使時においても
当社、当社子会社または当社の関係会社の役員また
は従業員であることを要する。ただし、定年退職その
他当社の取締役会において正当な理由があると認め
た場合はこの限りでない。

⑤　本新株予約権発行時において当社との間で科学顧
問契約またはコンサルタント契約を締結している者
(契約締結予定者含む)は、新株予約権行使時におい
ても当社との間で科学顧問契約またはコンサルタン
ト契約を締結していることを要する。ただし、当社の
取締役会において正当な理由があると認めた場合は
この限りでない。

⑥　本新株予約権の行使期間にかかわらず、株式上場日
までは権利行使ができない。

⑦　上記株主総会決議および本取締役会決議に基づき、
当社と新株予約権者との間で締結する新株予約権割
当契約に定めるその他の条件に違反していないこ
と。

新株予約権の譲渡に関する事項
本新株予約権の譲渡、質入その他一切の処分は認めな
い。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―
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(注) １　株主総会決議により承認を受けた新株予約権の数は2,000個であり、平成17年８月31日開催の取締役会におい

て上記条件の新株予約権1,970個の付与を決議しております。以後、権利放棄により権利を喪失した個数を減

じております。

２　平成18年10月12日付をもって１株を５株に、平成20年７月15日付をもって１株を100株に株式分割したことに

伴い、新株予約権の目的となる株式の数、新株予約権の行使時の払込金額、新株予約権の行使により株式を発

行する場合の株式の発行価格及び資本組入額の調整が行われております。

３　新株予約権発行後、当社が株式分割、株式併合を行う場合は、次の算式により行使価額を調整し、調整により生

ずる１円未満の端数は切り上げます。

調整後行使価額＝調整前１株当たり払込金額×
１

分割・併合の比率

また、行使価額を下回る払込金額で新株の発行又は自己株式の処分を行う場合は、次の算式により行使価額を

調整し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げます。

調整後行使価額＝

既発行株式数×調整前行使価額＋
新規発行又は
処分株式数

×
１株当たり払込金額
又は処分価額

既発行株式数＋新規発行株式数又は処分株式数
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第２回新株予約権
(平成18年３月28日決議)

　
第１四半期会計期間末現在
(平成22年３月31日)

新株予約権の数 225個(注１)

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数 112,500株(注２)

新株予約権の行使時の払込金額 250円(注２、３)

新株予約権の行使期間
自　平成19年９月１日
至　平成27年８月31日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の
株式の発行価格及び資本組入額

発行価格　　250円
資本組入額　125円
(注２、３)

新株予約権の行使の条件

①　各新株予約権の一部行使はできないものとする。

②　本新株予約権の譲渡、質入その他一切の処分は認め
ない。

③　本新株予約権は、発行時に割当を受けた新株予約権
者において、これを行使することを要する。

④　本新株予約権発行時において当社の役員および従
業員であった者は、新株予約権行使時においても当
社、当社子会社または当社の関係会社の役員または
従業員であることを要する。ただし、定年退職その他
当社の取締役会において正当な理由があると認めた
場合はこの限りでない。

⑤　本新株予約権発行時において当社との間で科学顧
問契約またはコンサルタント契約を締結している者
(契約締結予定者含む)は、新株予約権行使時におい
ても当社との間で科学顧問契約またはコンサルタン
ト契約を締結していることを要する。ただし、当社の
取締役会において正当な理由があると認めた場合は
この限りでない。

⑥　本新株予約権の行使期間にかかわらず、株式上場日
までは権利行使ができない。

⑦　上記株主総会決議および取締役会決議に基づき、当
社と新株予約権者との間で締結する新株予約権割当
契約に定めるその他の条件に違反していないこと。

新株予約権の譲渡に関する事項
本新株予約権の譲渡、質入その他一切の処分は認めな
い。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

　
(注) １　株主総会決議により承認を受けた新株予約権の数は1,000個であり、平成18年４月19日開催の取締役会におい

て上記条件の新株予約権325個の付与を決議しております。以後、権利放棄により権利を喪失した個数を減じ

ております。

２　平成18年10月12日付をもって１株を５株に、平成20年７月15日付をもって１株を100株に株式分割したことに

伴い、新株予約権の目的となる株式の数、新株予約権の行使時の払込金額、新株予約権の行使により株式を発

行する場合の株式の発行価格及び資本組入額の調整が行われております。

３　新株予約権発行後、当社が株式分割、株式併合を行う場合は、次の算式により行使価額を調整し、調整により生

ずる１円未満の端数は切り上げます。

調整後行使価額＝調整前１株当たり払込金額×
１

分割・併合の比率

また、行使価額を下回る払込金額で新株の発行又は自己株式の処分を行う場合は、次の算式により行使価額を

調整し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げます。

調整後行使価額＝

既発行株式数×調整前行使価額＋
新規発行又は
処分株式数

×
１株当たり払込金額
又は処分価額

既発行株式数＋新規発行株式数又は処分株式数
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会社法第236条、第238条及び第239条の規定に基づき発行した新株予約権は、次の通りであります。

第３回新株予約権
(平成18年11月10日決議)

　
第１四半期会計期間末現在
(平成22年３月31日)

新株予約権の数 2,650個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数 265,000株(注１)

新株予約権の行使時の払込金額 800円(注１、２)

新株予約権の行使期間
自　平成18年11月29日
至　平成28年11月９日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の
株式の発行価格及び資本組入額

発行価格　　800円
資本組入額　400円
(注１、２)

新株予約権の行使の条件

①　新株予約権者が当社の取締役および従業員ならび
に当社関係会社の役員等のいずれの地位にあること
を要する。ただし、任期満了による退任、定年退職等
正当な理由のある場合ならびに相続により新株予約
権を取得した場合はこの限りではない。その他取締
役会の認める正当な事由のある場合はこの限りでは
ない。

②　本新株予約権の行使期間にかかわらず、株式上場日
までは権利行使ができない。

③　この他の条件は、株主総会および取締役会決議に基
づき、当社と新株予約権者との間で締結する「新株
予約権割当契約」の定めるところによる。

④　新株予約権者が当社に本新株予約権を放棄する旨
書類で申し出た場合には、放棄した日をもって以後
何人も当該新株予約権を行使できない。

新株予約権の譲渡に関する事項
本新株予約権の譲渡、質入その他一切の処分は認めな
い。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

(注) １　平成20年７月15日付をもって１株を100株に株式分割したことに伴い、新株予約権の目的となる株式の数、新株

予約権の行使時の払込金額、新株予約権の行使により株式を発行する場合の新株の発行価格及び資本組入額

の調整が行われております。

２　新株予約権発行後、当社が株式分割、株式併合を行う場合は、次の算式により行使価額を調整し、調整により生

ずる１円未満の端数は切り上げます。

調整後行使価額＝調整前行使価額×
１

分割・併合の比率

また、時価を下回る価額で新株式の発行又は自己株式の処分を行う場合は、次の算式により行使価額を調整

し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げます。

　
既発行株式数＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

調整後行使価額＝調整前行使価額×
時価

既発行株式数＋新規発行株式数
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第４回新株予約権
(平成18年11月10日決議)

　
第１四半期会計期間末現在
(平成22年３月31日)

新株予約権の数 1,250個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数 125,000株(注１)

新株予約権の行使時の払込金額 800円(注１、２)

新株予約権の行使期間
自　平成18年11月29日
至　平成28年11月９日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の
株式の発行価格及び資本組入額

発行価格　　800円
資本組入額　400円
(注１、２)

新株予約権の行使の条件

①　本新株予約権発行時において当社の監査役であっ
たものは、新株予約権行使時においても当社、当社子
会社または当社の関係会社の役員であることを要す
る。ただし、任期満了による退任、その他当社の取締
役会において正当な事由があると認めた場合はこの
限りでない。

②　新株予約権発行時において当社との間で科学顧問
契約またはコンサルタント契約を締結している者
(契約締結予定者含む。)は、新株予約権行使時におい
ても当社との間で科学顧問契約またはコンサルタン
ト契約を締結していることを要する。ただし、当社の
取締役会において正当な事由があると認めた場合は
この限りでない。

③　本新株予約権の行使期間にかかわらず、株式上場日
までは権利行使ができない。

④　この他の条件は、株主総会および取締役会決議に基
づき、当社と新株予約権者との間で締結する「新株
予約権割当契約」の定めるところによる。

⑤　新株予約権者が当社に本新株予約権を放棄する旨
書類で申し出た場合には、放棄した日をもって以後
何人も当該新株予約権を行使できない。

新株予約権の譲渡に関する事項
本新株予約権の譲渡、質入その他一切の処分は認めな
い。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

(注) １　平成20年７月15日付をもって１株を100株に株式分割したことに伴い、新株予約権の目的となる株式の数、新株

予約権の行使時の払込金額、新株予約権の行使により株式を発行する場合の新株の発行価格及び資本組入額

の調整が行われております。

２　新株予約権発行後、当社が株式分割、株式併合を行う場合は、次の算式により行使価額を調整し、調整により生

ずる１円未満の端数は切り上げます。

調整後行使価額＝調整前行使価額×
１

分割・併合の比率

また、時価を下回る価額で新株式の発行又は自己株式の処分を行う場合は、次の算式により行使価額を調整

し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げます。

　
既発行株式数＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

調整後行使価額＝調整前行使価額×
時価

既発行株式数＋新規発行株式数
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第５回新株予約権
(平成20年３月27日決議)

　
第１四半期会計期間末現在
(平成22年３月31日)

新株予約権の数 1,150個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数 115,000株(注１)

新株予約権の行使時の払込金額 800円(注１、２)

新株予約権の行使期間
自　平成22年３月29日
至　平成30年３月26日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の
株式の発行価格及び資本組入額

発行価格　　800円
資本組入額　400円
(注１、２)

新株予約権の行使の条件

①　新株予約権者が当社の取締役および従業員ならび
に当社関係会社の役員等のいずれの地位にあること
を要する。ただし、任期満了による退任、定年退職等
正当な理由のある場合ならびに相続により新株予約
権を取得した場合はこの限りではない。その他取締
役会の認める正当な事由のある場合はこの限りでは
ない。

②　本新株予約権の行使期間にかかわらず、株式上場日
までは権利行使ができない。

③　この他の条件は、株主総会および取締役会決議に基
づき、当社と新株予約権者との間で締結する「新株
予約権割当契約」の定めるところによる。

④　新株予約権者が当社に本新株予約権を放棄する旨
書類で申し出た場合には、放棄した日をもって以後
何人も当該新株予約権を行使できない。

新株予約権の譲渡に関する事項
本新株予約権の譲渡、質入その他一切の処分は認めな
い。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

(注) １　平成20年７月15日付をもって１株を100株に株式分割したことに伴い、新株予約権の目的となる株式の数、新株

予約権の行使時の払込金額、新株予約権の行使により株式を発行する場合の新株の発行価格及び資本組入額

の調整が行われております。

２　新株予約権発行後、当社が株式分割、株式併合を行う場合は、次の算式により行使価額を調整し、調整により生

ずる１円未満の端数は切り上げます。

調整後行使価額＝調整前行使価額×
１

分割・併合の比率

また、時価を下回る価額で新株式の発行又は自己株式の処分を行う場合は、次の算式により行使価額を調整

し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げます。

　
既発行株式数＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

調整後行使価額＝調整前行使価額×
時価

既発行株式数＋新規発行株式数
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(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年１月１日～
平成22年３月31日

─ 17,273,900 ─ 1,279,307 ─ 1,269,307

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握してお

りません。

　

(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成21年12月31日）に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

平成21年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

17,273,600
 

172,736
 

単元株式数　100株

単元未満株式
普通株式

　　　　　　300
― ―

発行済株式総数 17,273,900― ―

総株主の議決権 ― 172,736 ―

　

　

② 【自己株式等】

該当事項はありません。
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別 平成22年１月 ２月 ３月

最高(円) 314 246 264

最低(円) 196 197 200

(注)　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所ＮＥＯにおける株価を記載しております。なお、株式会社ジャスダッ

ク証券取引所は、平成22年４月１日付で、株式会社大阪証券取引所と合併しております。

　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありませ

ん。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。）に基づいて作成しております。

なお、当社は前第１四半期会計期間（平成21年１月１日から平成21年３月31日まで）及び前第１四半期

累計期間（平成21年１月１日から平成21年３月31日まで）については四半期財務諸表を作成しておりませ

んので、記載を省略しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期会計期間（平成22年１月１日

から平成22年３月31日まで）及び当第１四半期累計期間(平成22年１月１日から平成22年３月31日まで)に

係る四半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　

３  四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第１四半期会計期間末
(平成22年３月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,215,489 1,372,719

有価証券 40,000 －

原材料及び貯蔵品 611 614

前払費用 12,624 4,724

その他 15,778 8,417

流動資産合計 1,284,505 1,386,475

固定資産

有形固定資産 ※
 13,962

※
 15,476

無形固定資産 673 719

投資その他の資産 9,161 9,511

固定資産合計 23,797 25,707

資産合計 1,308,302 1,412,182

負債の部

流動負債

未払金 8,931 12,877

未払法人税等 1,550 5,357

その他 8,032 8,465

流動負債合計 18,513 26,700

負債合計 18,513 26,700

純資産の部

株主資本

資本金 1,279,307 1,279,307

資本剰余金 1,269,307 1,269,307

利益剰余金 △1,258,826 △1,163,132

株主資本合計 1,289,788 1,385,482

純資産合計 1,289,788 1,385,482

負債純資産合計 1,308,302 1,412,182
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(2)【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

(単位：千円)

当第１四半期累計期間
(自 平成22年１月１日
　至 平成22年３月31日)

売上高 －

売上原価 －

売上総利益 －

販売費及び一般管理費

研究開発費 ※１
 42,285

その他 ※２
 53,672

販売費及び一般管理費合計 95,958

営業損失（△） △95,958

営業外収益

受取利息 442

その他 60

営業外収益合計 503

経常損失（△） △95,455

税引前四半期純損失（△） △95,455

法人税、住民税及び事業税 238

法人税等合計 238

四半期純損失（△） △95,693

EDINET提出書類

株式会社デ・ウエスタン・セラピテクス研究所(E22024)

四半期報告書

19/27



(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

当第１四半期累計期間
(自 平成22年１月１日
　至 平成22年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △95,455

減価償却費 1,660

受取利息及び受取配当金 △442

為替差損益（△は益） △5

たな卸資産の増減額（△は増加） 2

前払費用の増減額（△は増加） △7,899

未収消費税等の増減額（△は増加） △1,804

未払金の増減額（△は減少） △3,945

その他 △8,092

小計 △115,983

利息及び配当金の受取額 3

法人税等の支払額 △1,029

営業活動によるキャッシュ・フロー △117,009

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △105

差入保証金の差入による支出 △120

投資活動によるキャッシュ・フロー △225

財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー －

現金及び現金同等物に係る換算差額 5

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △117,229

現金及び現金同等物の期首残高 672,719

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 555,489
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
当第１四半期会計期間末
(平成22年３月31日)

前事業年度末
(平成21年12月31日)

 ※　有形固定資産の減価償却累計額 40,978千円
　

 ※　有形固定資産の減価償却累計額 39,363千円
　

　当社の研究開発活動の一環として、平成21年12月25日

に国立大学法人三重大学と締結した「産学官連携講座

共同研究契約書」（契約期間：平成22年１月１日から

平成24年12月31日まで）に関して、同法人に対する今後

の支払債務は、合計94,457千円（平成22年度18,764千

円、平成23年度37,739千円、平成24年度37,954千円）で

あります。

　当社の研究開発活動の一環として、平成21年12月25日

に国立大学法人三重大学と締結した「産学官連携講座

共同研究契約書」（契約期間：平成22年１月１日から

平成24年12月31日まで）に関して、同法人に対する今後

の支払債務は、合計113,221千円（平成22年度37,528千

円、平成23年度37,739千円、平成24年度37,954千円）で

あります。

　

(四半期損益計算書関係)

　
当第１四半期累計期間
(自  平成22年１月１日
至  平成22年３月31日)

※１　研究開発費の主要な費目及び金額は次のとおりで

あります。

給与手当 21,066千円

共同研究費 8,935千円

消耗品費 2,767千円

減価償却費 1,089千円

外注費 381千円

 
※２　販売費及び一般管理費のその他の主要な費目及び

金額は次のとおりであります。

役員報酬 17,370千円

給与手当 11,293千円

支払手数料 11,601千円

賃借料 3,264千円

広告宣伝費 2,118千円

旅費交通費 1,835千円

減価償却費 570千円

 
　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第１四半期累計期間
(自  平成22年１月１日
至  平成22年３月31日)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年３月31日現在）

現金及び預金 1,215,489千円

有価証券 40,000千円

計 1,255,489千円

預入期間が３ヶ月超の定期預金 △700,000千円

現金及び現金同等物 555,489千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期会計期間末（平成22年３月31日）及び当第１四半期累計期間(自  平成22年１月１日  至  

平成22年３月31日)

１　発行済株式の種類及び総数

株式の種類 当第１四半期会計期間末

普通株式(株) 17,273,900

　

２　自己株式に関する事項

　該当事項はありません。

　

３　新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

　

４  配当に関する事項

　該当事項はありません。

　

(有価証券関係)

当第１四半期会計期間末（平成22年３月31日）

１　満期保有目的の債券で時価のあるもの

　該当事項はありません。

２　その他有価証券で時価のあるもの

　該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第１四半期会計期間末
(平成22年３月31日)

前事業年度末
(平成21年12月31日)

　 　

　 74円67銭
　

　 　

　 80円21銭
　

　

２  １株当たり四半期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

　
当第１四半期累計期間
(自  平成22年１月１日
至  平成22年３月31日)

１株当たり四半期純損失金額 ５円54銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 －円
　

(注)  １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純

　　損失が計上されているため記載しておりません。

 ２　１株当たり四半期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
当第１四半期累計期間
(自  平成22年１月１日
至  平成22年３月31日)

四半期損益計算書上の四半期純損失(千円) 95,693

普通株主に帰属しない金額(千円) －

普通株式に係る四半期純損失(千円) 95,693

普通株式の期中平均株式数(株) 17,273,900

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含まれなかった
潜在株式について前事業年度末から重要な変動が
ある場合の概要

─────

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成２２年　５月　７日

株式会社デ・ウエスタン・セラピテクス研究所

 取締役会御中

　

有限責任監査法人 ト　ー　マ　ツ

　

指定有限責任社員

業務執行社員 
　 公認会計士    中浜　明光    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    西原　浩文    印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社デ・ウエスタン・セラピテクス研究所の平成２２年１月１日から平成２２年１２月３１日までの第１

３期事業年度の第１四半期会計期間（平成２２年１月１日から平成２２年３月３１日まで）及び第１四半

期累計期間（平成２２年１月１日から平成２２年３月３１日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半

期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。

この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対す

る結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公

正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により

行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社デ・ウエスタン・セラピテクス研究所の平

成２２年３月３１日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績及び

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認めら

れなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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